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研究成果の概要（和文）：診療過程で生じた予期せぬ不幸な転帰が医療被害と認識されるかどう

かは、社会的な相互作用の結果である。この認定において最終的な要因のうち最大のものは訴訟

の成否である。近年、検察が刑事訴追し、あるいは本人ないし家族が提訴した重要な事件につい

て提訴側の敗訴事例が続いた。影響を与えたのは医療側の対抗クレイムの成功だと思われ、とり

わけインターネットの発展が被害者による医療過誤事件の構築を困難にしている。 
研究成果の概要（英文）：It is social interactions that make an unexpected result of medical 
treatments to medical errors or malpractices. The justices of medical suits may be the final 
and most influential factors which do that. Recently medical opponents won suits at some 
famous medical lawsuits. I think the counter-claim made by medical parties were effective 
and developments of the Internet have supports their actions. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) いくつかの社会的に注目された刑事・民

事医療訴訟（福島県立大野病院事件、大淀

町立大淀病院事件、杉並割り箸事故事件な
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ど）において、訴追側・被害者側が敗訴す

る事例が相次いだ。 
(2)上記医療訴訟について、インターネット上

でとくに医師ブロガーが積極的に被告側

医療者を擁護する議論を展開した。そのさ

い、彼らは、マスコミ・訴追側そして原告

を、単に論理的に説得しようとするのでな

く、誹謗・中傷することを自制しなかった。

その結果、とりわけ被害者およびその家族

を精神的に追い詰め、いわば二次的・三次

的被害の加害者となったのである。 
 
２．研究の目的 

 受療者およびその家族が、診療によって

意図せざる悪しき結果がもたらされたと

考える事態が生ずることがある。まず、こ

のような事例について、彼らがそれを「医

療過誤事件」として構築する過程において

生ずるクレイムと対抗クレイムの交差の

過程を、そこで交換された言説を記録する

かたちで記述する。次に、両当事者のそれ

ぞれが用いた方法や論理を析出し、その特

徴と意味を解明する。とくに多数の医師ブ

ロガーがインターネット上で展開した議

論の言説としての特徴と論理・内容に注目

し、その分析を通して今日の医療紛争にお

けるインターネットの意義を明らかにす

る。すなわち、医療紛争の社会的構築の過

程を記述し分析することが、本研究の目的

である。 
 
３．研究の方法 

 まず、新聞・週刊誌等の伝統的マスメデ

ィアにおける当該事件の報道記事を収集

し、活字メディアのアリーナにおけるクレ

イムと対抗クレイムの交差過程を記述す

る。新聞記事については、各社のデータベ

ースを検索し、週刊誌等の雑誌の記事につ

いては大宅文庫および国立国会図書館に

収蔵されているデータを利用する。 

 次に、インターネット上の同様の過程を

示す言説を収集し、とくに対抗クレイムと

しての医師ブログの記載内容に注目して、

その文法的構造と論理内容とを分析する。

これらのデータは、パソコンのハードディ

スクに記録する。 

 最後に、以上の作業を通して、インター

ネットの役割が顕著に増大した現代にお

ける医療紛争について、その態様と意味と

を解明する。 

 

４．研究成果 

(1)医療被害者は、主として医療被害としての

社会的認定を求めたいという理由から、圧

倒的に不利な条件の下で民事医療訴訟に

踏み切るのが普通である。医師ブロガーが

言うように金銭目的の訴訟ではなく、民事

訴訟が損害賠償請求という形式を踏むこ

とを要求していることが金銭的要求をす

る重要な理由であるに過ぎない。 

(2)医療事故報道が相次いだ 2000 年前後には、

被害者側のクレイムのマスコミによる報

道が社会的認定を主導し、勝訴判決が最終

的にそれを確定されたものたらしめた。こ

の論調は、書籍『人は誰でも間違える』や

BBC の特集番組『医療ミス』などによって

世界的に医療安全の問題が社会的注目を

受けて形成された物である。 

(3)医療被害のクレイムとそれに基づく訴訟

を自らへの攻撃と理解した一部の医師は、

インターネット上で対抗クレイムを展開

した。その議論は、医療被害のクレイムが

自らに向けられた非難・攻撃とみなす立場

からの、自己防衛的な議論である。したが

って、医療被害の実態を解明し、医療安全

を実質的に実現しようという目的をもっ

て行われたものではなかった。そのため、

医師ブロガーの展開した議論には倫理的

に問題のある発言が多数含まれている。そ

のため、一部の医師は科料の処分を受け、



 

 

また被害者に謝罪することになった。 

(4)医師ブロガーによって展開された対抗ク

レイムの標的となったのは、主として医療

被害者とその支援者であるが、彼らが被害

者に「同調した」とみなしたマスコミや医

療の本質を理解せずに刑事訴訟で「後押し

した」とみなした警察・検察であった。医

師ブロガーたちは、彼らにとって判決が不

本意な内容であった場合、裁判所も批判の

対象とすることを自制しなかった。 

(5)医師ブロガーの記載した内容には、伝聞証

拠や違法あるいは非道徳的な方法で入手

した情報に基づいているものが多数含ま

れており、仲間意識と利己的動機に基づく

不当な議論を展開したということができ

る。 

(6)言説のアリーナとしてのインターネット

は、参加者の情報収集能力や情報技術の有

無、同調者の多寡などに関する両当事者の

格差を拡大する傾向がある。これは一種の

デジタル・デバイドだと見ることができる。

このクレイムと対抗クレイムの欧州家庭

では、主として医師ブロガーの側に人格攻

撃やプライバシー侵害にいたる非道徳的

な方法が多用されたため、結果として医療

被害者が二次的・三次的被害を被ることと

なった。 

(7)近年では、インターネット上の議論が法廷

に持ち込まれることがあり、「弱者」攻撃

的なインターネット上の論調のみならず、

そのうえでの明らかな事実誤認が弁護士

によって法廷に提示されるまでになって

いる。大淀町立大淀病院事件では、インタ

ーネット上のサイト日本版ウィキペディ

アに記載された全くの誤情報が、そのまま

病院側弁護士が裁判所に提出した文書中

に転記された。これは、医療側弁護士の職

業的倫理性を疑わせる事件として、新聞に

よって報道された。 

(8) いくつかの社会的に注目された医療被害

訴訟で検察側・被害者側の敗訴が相次ぎ、

敗訴した医療被害者は当該事件が医療

過誤であったことのみならず、自らの存

在そのものを社会によって否定された

ものと考え、強い悲哀、喪失感、失望を

経験した。 
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